
（別紙３）

～ 令和6年11月30日

（対象者数） 88 （回答者数）
73

～ 令和6年10月31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 自己研鑽、研修への参加

2
今後も引き続き、

各家庭の事情に合わせて柔軟に対応していく

3 保護者同席での療育も適宜取り入れる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

いちばん星全体として、

災害対策委員会発行のおたよりを出す

利用児と防災学習を実施する

2

好評であったため、

今までに取り扱っていないテーマを設定し

対象の保護者へ希望を募る

3
折に触れてInstagramで発信している旨を

保護者へ伝えていく

こどものことを十分に理解し、

こどもの特性等に応じた専門性のある支援

アセスメントツールの使用

特性やニーズに応じた専門職スタッフが担当している

○事業所名 福岡療育支援センターいちばん星新宮　　放課後等デイサービス　いちばん星dream

○保護者評価実施期間
令和6年10月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

運営規程、支援プログラム、利用者負担、放課後等デイサービ

ス計画等についての丁寧な説明
各家庭の事情に合わせて柔軟に対応している

こどもの状況を保護者と伝え合い、

こどもの健康や発達の状況についての共通理解を図ること

・保護者への対面でのフィードバック時間を

　確実に確保している

・教材や写真・動画等を見てもらいながら

　分かりやすく伝える工夫を行っている

・フィードバック以外でも必要に応じて面談を実施した

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を実施している

職員の研修として訓練は実施しており、

今年度はおたよりを出したものの、周知できていない

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催、きょうだい向け

のイベントの開催等、家族への支援
今年度は対象者を絞って試験的に実施

活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評

価の結果を、通信やホームページ・SNS等で発信する

個別療育のため、個人情報との兼ね合いで

一般的な内容のみ、Instagramで発信した

閲覧している保護者数が少ない可能性がある

事業所における自己評価総括表公表


